
一
連
の
取
り
組
み
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
定
期
考
査
で
も
、
出
題
範
囲
が
広
い

と
、
そ
れ
だ
け
で
学
習
を
諦
め
て
し
ま

う
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
意
識
を
変
え
よ
う

と
、
指
導
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
教
師

に
つ
い
て
は
『
評
価
』、
生
徒
に
つ
い
て

は
『
振
り
返
り
』
の
強
化
を
目
指
し
ま
し

た
。
学
習
の
計
画
を
立
て
て
、
実
践
し
、

見
直
し
て
、
改
善
す
る
と
い
っ
た
学
び
の

サ
イ
ク
ル
を
、
自
ら
回
す
こ
と
が
で
き
る

生
徒
を
育
む
た
め
の
仕
組
み
を
作
り
た

か
っ
た
の
で
す
」

　
「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
事
業
の
指
定
初
年

度
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、

　

広
島
県
立
府
中
高
校
は
、
２
０
１
５
年

度
、
広
島
県
教
育
委
員
会
「
広
島
版
『
学

び
の
変
革
』
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
の

「
探
究
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、「
コ
ア

ス
ク
ー
ル
」
事
業
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、
自
校
が
目
標
と
す
る
生
徒
像
の

育
成
に
向
け
て
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の

指
導
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。現
在
は
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
科
・
科

目
の
単
元
ご
と
に
設
定
し
て
教
育
活
動
を

行
い
、
そ
の
評
価
・
検
証
を
基
に
、
さ
ら

な
る
指
導
改
善
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。
教
務
主
任
の
見み

浦う
ら

進し
ん

理り

先
生
は
、

総
合
学
習
）」に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

明
確
化
し
た
。主
幹
教
諭
の
中
居
寛
美
先

生
は
、立
ち
上
げ
時
の
苦
労
を
こ
う
語
る
。

　
「
当
時
の
私
た
ち
は
、
資
質
・
能
力
と

い
う
言
葉
に
な
じ
み
が
な
く
、
広
島
県
教

育
委
員
会
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
関

連
書
籍
を
読
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
言
語
化
を
手
探
り

で
始
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
資
質・

能
力
は
、本
校
の
教
育
理
念
で
あ
る
『
知・

徳
・
体
』
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
生
徒
を

育
成
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
う

理
解
に
至
り
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
、「
〇
〇
す
る
」
と
動
詞
の

形
を
用
い
た
「
学
び
の
評
価
表
」（
図
１
）

を
作
成
し
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
整
理
し
、
16
年
度
は
総
合
学
習
の
指

導
改
善
に
着
手
し
た
。

　
「
な
じ
み
の
な
か
っ
た
資
質
・
能
力
と

い
う
概
念
は
、『
学
び
の
評
価
表
』
に
よ
っ

て
教
師
間
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し

た
。
同
表
は
、
生
徒
に
も
配
布
し
、
総
合

学
習
を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質
・
能
力
が
身

に
つ
く
の
か
を
、
生
徒
が
意
識
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。16
年
度
の
卒
業
式
で
は
、

卒
業
生
が
答
辞
で
、『
日
々
の
学
習
で
自

己
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
』
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
、

指
導
改
善
を
進
め
る
原
動
力
に
も
な
り
ま

し
た
」（
中
居
先
生
）

教
師
一
丸
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

単
元
ご
と
に
目
標
・
指
導
・
評
価
を
一
体
化

広
島
県
立
府
中
高
校
で
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
研
究
指
定
を
機
に
、
指
導
改
善
に
着
手
し
た
。

当
初
か
ら
一
貫
し
て
目
指
し
て
い
る
の
は
、
学
び
を
自
律
的
に
進
め
て
い
く
生
徒
の
育
成
だ
。
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
単
元
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
に
落
と
し
込
み
、
単
元
内
で
指
導
改
善
を
機
能
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

授業・
指導改善

評価・検証

「
動
詞
」に
基
づ
く
整
理
を
通
し
て
、

資
質
・
能
力
の
概
念
が
浸
透

先
進
事
例
２

広
島
県
立
府
中
高
校

授業・
指導実践

学校教育
目標
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17
年
度
に
は
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の

指
導
を
教
科
に
も
導
入
し
、
教
師
が
自
分

た
め
の
評
価
の
開
発
に
着
手
し
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
教
務
部
の
藤
井
智

美
先
生
は
、
当
時
の
様
子
を
こ
う
語
る
。

　
「
夏
季
休
業
中
に
全
教
師
が
参
加
し
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
生
徒
の
よ
い
点
や
課
題

を
語
り
合
い
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
る
研
修
を
行

い
ま
し
た
。『
コ
ア
ス
ク
ー
ル
』
事
業
で

の
取
り
組
み
が
下
地
と
な
り
、
教
師
一
人

ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
作
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
、新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ

れ
た
資
質・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
整
理
し

た
、自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
、「
Ｓ
」「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」の
４

段
階
の
到
達
基
準
を
設
け
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク（
Ｐ
．10
図
２
）
を
、
18
年
度
末
に
完
成

さ
せ
た
。
総
合
学
習
に
お
け
る
「
学
び
の

評
価
表
」の
作
成
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

同
校
が
全
教
育
活
動
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

教
師
一
丸
と
な
っ
て
具
体
的
な
目
標
と

し
て
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向

け
て
、
教
科
の
授
業
で
は
、
19
年
度
か
ら
、

教
科
・
科
目
ご
と
に
各
学
期
の
学
習
内
容

動
詞
は
、
教
師
間
で
か
な
り
浸
透
し
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
各
教
科
・
科
目
が
立
案

し
た
指
導
計
画
を
見
る
と
、
教
師
ご
と
に

動
詞
の
定
義
が
異
な
り
、
動
詞
を
基
に
目

線
を
合
わ
せ
て
指
導
計
画

を
立
て
る
の
は
難
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

指
導
計
画
の
立
案
に
こ
だ

わ
る
よ
り
も
、
実
践
後
の

振
り
返
り
に
重
き
を
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
指
導

計
画
が
多
少
粗
く
て
も
、

そ
こ
で
歩
み
を
止
め
ず

に
、
実
践
後
に『
こ
の
授

業
で
育
成
を
意
識
し
て
い

た
の
は
、
〇
〇
だ
っ
た
』

な
ど
と
教
師
同
士
で
語
り

合
う
こ
と
が
、
指
導
計
画

の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
し
た
」（
中
居
先
生
）

　
「
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
事

業
を
通
じ
て
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
の
理
解
は
深
ま
り
、
18

年
度
か
ら
は
、
広
島
県
教

育
委
員
会
「
高
等
学
校

課
題
発
見
・
解
決
学
習
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
指

定
を
受
け
、
目
標
実
現
の

の
授
業
で
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
ん
で
き
た
の
か
を
学
期
ご
と
に
振
り
返

る
機
会
を
設
け
た
。

　
「
そ
の
頃
に
は
、『
〇
〇
す
る
』
と
い
う

広
島
県
立
府
中
高
校

◎
校
訓
は
「
知
性
・
探
究
・
使
命
」。
２
０
１
８
年

度
、
広
島
県
教
育
委
員
会
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・

解
決
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
指
定
を
受
け

る
。
２
年
生
全
員
が
海
外
修
学
旅
行
で
ア
メ
リ
カ
・

ハ
ワ
イ
州
の
姉
妹
校
を
訪
問
す
る
な
ど
、
国
際
教

育
に
も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立　

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、神
戸
大
、鳥
取
大
、島
根
大
、岡
山
大
、

広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
99
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
１
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L
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主
幹
教
諭

中
居
寛
美
　

な
か
い
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。

教
務
主
任

見
浦
進
理
　

み
う
ら
・
し
ん
り

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。

教
務
部

藤
井
智
美
　

ふ
じ
い
・
と
も
み

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。

教
育
活
動
共
通
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
教
師
全
員
で
作
成

評価項目

評価規準

知識・技能、思考力・判断力
表現力・説明力

学び方、学びの仕組み 教科・科目の学習内容 自己、他者・社会

府中高生として
初歩的・基礎的
な段階である

学びの仕組みや自分の
学び方について、定義・
説明できる

学んだ用語・解法・概念
について、定義・説明で
きる

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
定義・説明できる

•簡潔に分かりやすく説明した
り、他の言葉で言い換えた
りすることができる

•分かりやすい具体例や主な
例を挙げることができる

府中高生として
求められる水準
である

学びの仕組みや自分の
学び方について、構造
的・論理的に説明でき
る

学んだ用語・解法・概念
について、根拠や構造
と関連づけて説明でき
る

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
異なる意見・視点と関連
づけて説明できる

•関係や構造を、順序立てて
分かりやすく説明できる

•根拠を挙げながら、簡潔に
意見を述べることができる

水準が高く（深く）
発展的である

学びの仕組みや自分の
学び方について、検証
し、省察できる

学んだ用語・解法・概念
について、自ら活用・応
用できる

自己や、自己と他者・社
会とのかかわりについて、
課題発見・解決策を提
案し続けることができる

•価値や意義を、分かりやすく
説明することができる

•課題の解決策を提案するこ
とができる

•自ら新たな課題を設定し、
説明することができる

＊学校資料を基に編集部で作成。

Ideas（基礎知識）　定義する　列挙する

Connection（活用）　比較・対比する　分類・識別する　統合する

Extensions（応用）　評価する　計画する　予測する

［学び］に関する「動詞」に基づく［学びの評価表（基本形）］図１

単
元
シ
ラ
バ
ス
で
、
単
元
ご
と

に
指
導
と
評
価
を
一
体
化
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や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ま
と
め

た
単
元
シ
ラ
バ
ス
（
図
３
）
を
活
用
し
て

い
る
。
教
師
間
で
の
指
導
の
目
線
合
わ
せ

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
単
元
を
通

じ
て
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を
振

り
返
り
や
す
い
よ
う
に
、
記
載
内
容
に
留

意
し
た
。

　

単
元
シ
ラ
バ
ス
に
は
、
そ
の
単
元
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
「
Ｓ
」
な
の
か
、

「
Ａ
」
な
の
か
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に

到
達
段
階
を
明
記
。
単
元
の
最
後
の
授
業

で
は
、
そ
の
到
達
段
階
に
基
づ
い
て
、
生

徒
は
、「
単
元
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
用
い

て
振
り
返
り
、
各
単
元
で
育
成
さ
れ
る
資

質
・
能
力
に
つ
い
て
４
段
階
で
自
己
評
価

し
、
そ
の
根
拠
も
記
述
す
る
。
教
科
担
当

者
は
、
生
徒
が
書
い
た
「
振
り
返
り
シ
ー

ト
」
を
基
に
、
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力

が
十
分
に
育
ま
れ
た
か
を
検
証
し
、
そ
の

結
果
を
授
業
改
善
に
生
か
す
。
ま
た
、
シ

ラ
バ
ス
に
は
、
授
業
内
で
行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
、
定
期
考
査
の
内
容
、
さ

ら
に
は
単
元
で
の
学
習
内
容
と
他
教
科
や

既
習
事
項
と
の
関
連
性
ま
で
も
示
し
た
。

　

生
徒
は
、
教
科
・
科
目
ご
と
に
単
元
シ

ラ
バ
ス
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
ど
ん
な
資

質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
な

の
か
、
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
。
一
方
、

教
師
に
と
っ
て
は
、
指
導
と
評
価
の
両
面

に
お
け
る
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
単
元
シ
ラ
バ
ス
は
、
生
徒
が
自
身
の

学
び
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
徒
目
線
を
大
事
に
す
る
と
と
も
に
、
教

師
に
と
っ
て
は
、『
ど
う
い
っ
た
資
質
・

能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
授
業
と
テ
ス
ト

を
行
う
の
か
』
と
い
っ
た
、
指
導
の
具
体

化
を
求
め
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
し
て
い
ま

す
」（
見
浦
先
生
）

　

特
別
活
動
や
学
校
行
事
で
も
、
評
価

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
化
祭

な
ど
の
主
要
な
学
校
行
事
の
実
施
要
項
に

は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
な
ど
を

明
記
。
事
後
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

「
ど
の
よ
う
な
点
で
頑
張
っ
た
か
」「
自
分

は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」
な
ど
、
生
徒
に
自

己
評
価
さ
せ
、
面
談
で
そ
れ
ら
の
気
づ
き

を
語
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

育
成
し
た
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
場

の
１
つ
が
、
１
・
２
年
生
の
３
学
期
に
実

施
す
る
「
教
科
横
断
型
活
用
問
題
」
だ
。

問
題
は
、
複
数
の
教
科
・
科
目
の
知
識
を

基
に
、
考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
を

測
る
「
教
科
統
合
型
」
と
、文
章
を
読
み
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
論

述
す
る
「
問
い
か
け
型
」
の
２
種
類
で
構

成
さ
れ
、
内
容
は
、
各
教
科
会
な
ど
で
検

討
・
吟
味
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
論
理
的
思
考
力
や
表
現

力
、
読
解
力
な
ど
、
本
校
が
育
成
を
目
指

す
様
々
な
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に
測
定

す
る
テ
ス
ト
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
」（
藤

井
先
生
）

　

テ
ス
ト
結
果
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力

「
教
科
横
断
型
活
用
問
題
」
で

複
数
教
科
の
統
合
問
題
を
出
題

＊学校資料を基に編集部で作成。

育成を目指す資質・能力 S

知
識
・
技
能

知識・
技能

基礎基本となる
知識・理解、
基礎基本となる

技能

•基礎基本となる知識や技能を身につけ、それらを応用し
て課題解決に生かすことができる。

•知識を概念化して捉えることで他の場面に活用したリ、
技能を自在に活用できたりする。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

読解力

データ
（情報・整理）

•必要な情報・データを限られた時間の中で収集し、価値
や意義を判断・説明できる。

文章
（読み取り）

•筆者の主張等を簡潔にまとめて、価値や意義を説明でき
る。

論理的
思考力

データ
（整理・分析）

•適切な分析方法を使いながらデータを分析し、課題の本
質を見極めるとともに、新たな課題を見いだすことがで
きる。

関連性・
構造性

•情報の関連や構造を把握し、筋道立てて考え、自分の考
えを構築することができる。

•分類した情報について、その優位性について評価するこ
とができる。

根拠性・整合性 •逆の立場の意見等を踏まえながら考察し、複数の根拠と
その論拠を基に説明できる。

場面
把握力

場面・状況・
文脈把握　

ブレイクスルー

•場面・周りの状況に応じて、自分の役割を的確に務め、
適切に対応できるとともに、周りによい効果を与えるこ
とができる。

•現状を改善する視点を有し、先のことを予測し、今すべ
きことを把握して行動できる。

表現力
（説得力）

文章
図

成果物
実技等

構成力 •複数の要素を統合して、効果的な方法で成果物を創り上
げるとともに、説得力のある表現に表すことができる。

明解性 •伝える時に、最も効果的な方法を選択し、根拠に基づい
て相手に分かりやすく表現できる。

話し方
聞き方

態度 •相手や場面、目的、意図に応じて、ふさわしい態度だけ
でなく臨機応変にパフォーマンスなどの工夫ができる。

話力 •目的を明確に捉え、相手を意識して分かりやすくまとめ
て、工夫をしながら伝えることができる。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

学びを
生かす力

課題発見、
課題解決

•課題の発見・解決に向け、物事に当事者意識を持って取
り組もうとする。

•社会における課題について、自己の課題とのつながりを
見いだして取り組もうとする。

協働 役割理解、
参画・貢献

•他者や集団とのかかわりの中で、自分の役割を見いだし、
社会に貢献しようとする。

•自分の考え方と自分とは異なる考え方を比較し、それぞ
れのよさを見いだしている。

学びの
継続力

振り返り（省察）
展望

•学習の仕方や進め方について、検証、省察し、現在及び
将来の学習や生活に生かそうとする。

•具体的な目標や計画を立て、継続的に実行している。

育成を目指す資質・能力と、ルーブリック（抜粋）図２

10 Februar y  2020

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 10頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
南部

念
校
02/05
南部 − −/−

− − −/−
−

P08-11_view21koukou-2g.indd   10 2020/02/05   10:28



を
多
面
的
に
捉
え
る
デ
ー
タ
の
１
つ
と
し

て
活
用
。
知
識
・
技
能
を
主
に
測
る
模
擬

試
験
の
結
果
と
ク
ロ
ス
分
析
を
し
て
み
た

が
、
明
確
な
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
言
う
。

　
「
模
擬
試
験
で
は
思
う
よ
う
に
点
数
が

取
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
本
テ
ス
ト
で

は
得
点
で
き
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
問
わ
れ
る

入
試
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
教
科
指
導

の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
進
路
指
導
に
も
生

か
し
て
い
ま
す
」（
中
居
先
生
）

　

同
校
は
、
20
年
度
、
さ
ら
に
改
革
を
進

め
、
全
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
定
期
考

査
を
廃
止
し
、
単
元
ご
と
に
「
単
元
末
考

査
」
の
実
施
に
踏
み
切
る
。
そ
の
ね
ら
い

は
、
短
期
ス
パ
ン
で
学
習
内
容
の
定
着
度

を
確
認
す
る
場
を
設
け
、
生
徒
に
学
習
内

容
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
定
期
考
査
で
は
、
授
業
で
学
ん
で
か

ら
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
試
験
ま
で
の

間
が
長
く
、
し
か
も
複
数
の
単
元
が
試
験

範
囲
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
単
元
の
定

着
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。
理
解
が
あ
い
ま
い
な
単
元
が
あ
っ
て

も
、
試
験
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

に
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
単
元
ご
と
に
試
験
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
課
題
を
早
期
に
洗
い
出
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
、
学
習
内
容
の
定
着
度
を

高
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
中
居
先
生
）

　

単
元
末
考
査
で
は
、
知
識
・
技
能
を
よ

り
丁
寧
に
問
う
と
と
も
に
、
思
考
力
や
表

現
力
な
ど
を
測
る
問
題
を
約
２
割
出
題
す

る
方
針
だ
。

　

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
し
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
単
元
シ
ラ
バ
ス
の
運

用
、
単
元
末
考
査
を
通
じ
て
、
教
師
と
生

徒
は
振
り
返
り
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
改

善
す
べ
き
点
を
修
正
し
て
い
く
。
そ
の
一

連
の
流
れ
を
「
府
中
学
び
の
一
体
改
革
」

（
図
４
）
と
し
て
可
視
化
し
た
。

　
「
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
た

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
単
元
末
考

査
を
含
め
た
教
育
活
動
の
す
べ
て
を
、
生

徒
が
自
身
の
学
び
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
、
そ
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」（
中
居
先
生
）

＊学校資料を抜粋し、編集部で改変して掲載。

＊学校資料を編集部で改変して掲載。

詳細は

2019年度「コミュニケーション英語Ⅰ」単元シラバス（抜粋）図３

定
期
考
査
を
廃
止
し
、単
元
末
考
査

で
こ
ま
め
に
定
着
度
を
測
る

「府中学びの一体改革」図４

そ
の
単
元
で
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
参
照
し
て
記
載

単
元
の
目
標
と
一
致
さ
せ
、

テ
ス
ト
の
内
容
を
記
載

図３

詳細は 図２

詳細は 図１
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